
印刷博物館ライブラリーのレファレンスと
レファレンス協同データベース事例ご紹介

～ディープ？ニッチ？ 日常にある“印刷”のためのライブラリーの事例から～

2023年3月22日 凸版印刷株式会社 印刷博物館 阿部麻里

「レファ協で出会う専門図書館―そのディープな魅力に迫る―」
第１８回レファレンス協同データベース事業フォーラム
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1. 凸版印刷㈱印刷博物館のご紹介

•所在地：東京都文京区水道１－３－３ トッパン小石川本社ビル
•印刷そのものの歴史や社会的な役割、
技術などをひろく一般に紹介することを

目的に2000年10月開館。
•2020年10月にリニューアルを実施。
•凸版印刷が運営している“企業博物館”
•学芸員８名、司書２名 その他スタッフ
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印刷博物館施設紹介

地下１階有料スペース展示室①

【展示室（常設展示 印刷の日本史）】【プロローグ】
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【展示室（常設展示 印刷の世界史）】 【展示室（常設展示 印刷×技術）】

印刷博物館施設紹介
地下１階有料スペース展示室②
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【印刷工房】 【欧文書体アーカイブ】

印刷博物館施設紹介
地下１階有料スペース 印刷工房
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【ミュージアムショップ】 【P&Pギャラリー】 【ライブラリー】

印刷博物館施設紹介

１階無料スペース

7



8

•印刷博物館の一施設として、印刷と関連する分野の資料を収集・保存し
利用者へ提供する役割を担う（⇒印刷の専門図書館）

•博物館のライブラリーとして、収蔵品や印刷史資料に関連する資料の
収集を担う（⇒博物館の図書室、ミュージアムライブラリー）

•利用者層は博物館来館者となり未就学児から大人まで
•ライブラリーを主目的とする層は学生・研究者層が多い。その層も印刷
のみにとどまらず、文字・書体、デザインなどの美術関係や、出版史、書
誌学関係など多岐に渡る。

2. 印刷博物館 ライブラリーについて
２．１ 概要
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•一般公開型、利用は無料
•資料閲覧（館外貸し出しは実施していない）
•複写（著作権法31条外の施設のため、制限があり）
•レファレンスサービス
•閉架式書庫
•インターネット上でOPACを一般公開
→詳細な目次入力によってデータ上のブラウジングを可能とする

２．２ ライブラリーのサービス

＊ライブラリーの詳細はこちらをご参照下さい
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•印刷とその関連分野を中心に、和洋図書雑誌約7万冊の
資料を所蔵。

•具体的な収集分野は印刷全般、出版、広告、文字、活字
アート＆デザイン、版画、インキ、紙、製本、書誌学、

印刷物関連、展示資料関連、社史・団体史など。

•印刷の専門図書館ならではの資料としては、業界雑誌、
業界新聞、業界関連団体発行物、印刷見本帖類など

２．３ ライブラリーの所蔵資料について
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図書（和書・洋書）

専門書

社史

図録（他館）

逐次刊行物

印刷の専門雑誌

（和雑誌・洋雑誌）

業界新聞

関連分野雑誌

（出版・広告…）

その他＝印刷史資料

印刷会社発行物

（カタログ類）

見本帖

（印刷見本・書体見本）

２．４ 所蔵資料詳細



駅名標 有楽町線飯田橋駅

余談）当館の資料収集分野～日常生活の中の印刷～

•ポスター、広告＝印刷物（グラフィックデザイン）
•食品パッケージ＝包装パッケージ
•ICカード、カード類
•壁紙や床材＝建装材
•文字、書体デザイン

などなど
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『活版略見本』（1933年凸版印刷）

＜印刷見本帖類＞

『東京印刷同業組合時報』
第10号

＜逐次刊行物＞

２．５ 資料紹介
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２．６ 閉架式書庫の内部
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☆レファレンスの申込ルートは２種類

• 内部（スタッフ）から
学芸員、印刷工房スタッフなど

• 外部から
来館受付、メール、電話やFAX
⇒ライブラリーが直接対応

博物館宛にきた問い合わせ、質問

⇒基本的には学芸員が回答、ライブラリーが補佐

3. 印刷博物館ライブラリーのレファレンス
３．１ レファレンスの受付について
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•レファレンス記録は紙媒体での蓄積
 スタッフ間の情報共有化に課題

検索機能などなし

⇒過去のレファレンスのデータベースとしての活用

•外部へのPR
⇒ライブラリーの広報ツール

３．２ レファレンス協同データベースへの参加
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•レファ協担当：司書１名 ＋ 入力補助スタッフで対応

1. 紙のレファレンス申込書等一式をファイルメーカーへ入力
☆司書以外も入力するため、ファイルメーカーの入力項目を

【質問】【事前調査事項】【回答】【回答プロセス】

【参考資料】【照会先】【備考】【質問者区分】 に絞る

2. 月末に新規入力分をレファ協へアップロード（非公開）
ファイルメーカーからcsvで吐き出し→アップロード

３．３ レファ協公開までの流れ～①
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3. レファ協上で司書がアップロード済みの情報以外の入力や
遡及調査を実施

4. 確認、精査の後に一般公開へ
⇒紙の資料一式から必要最低限の情報を前もって入力して

もらうことで司書の負担軽減を図る

☆専門図書館は少人数で運営していることが多いため、

レファ協一本に注力ということは難しい…

３．３ レファ協公開までの流れ～②
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4. おすすめ登録データ紹介

1. どうしてこの辺り（印刷博物館所在地）は印刷業が盛んなのか

2. 片仮名の「ヘ」と、平仮名の「へ」は一体何が違うのか知りたい

3. 本（絵本）のカバーはなんでついてるの？
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https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000294563

おすすめ登録データ紹介①

どうしてこの辺り（印刷博物館 所在地）は
印刷業が盛んなのか
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https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000132382

おすすめ登録データ紹介①

どうしてこの辺り（印刷博物館 所在地）は
印刷業が盛んなのか
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文京区HP文京区の地場産業より https://www.city.bunkyo.lg.jp/kusejoho/profile/three-minutes/industrials.html
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２例以外にも・・・

•PML20101027-01 文京区の印刷業の歴史
•PML20170717-01 文京区で印刷業が盛んな理由など
•PML20170907-01 文京区の印刷文化について
•ほか、非公開にもいくつか‥
☆土地柄、企業ならではの質問であるとともに、明確な回答がなく

当ライブラリーとしては、一番聞かれるが答えにくいレファレンス

おすすめ登録データ紹介①

どうしてこの辺り（印刷博物館 所在地）は
印刷業が盛んなのか
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【活字の「へ」「ヘ」】 【印刷した「へ」「ヘ」】

おすすめ登録データ紹介②

片仮名の「ヘ」と、平仮名の「へ」は
一体何が違うのか知りたい
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https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000137387

回答欄のひとこと

おすすめ登録データ紹介②

片仮名の「ヘ」と、平仮名の「へ」は
一体何が違うのか知りたい

文献資料以外も出せるモノが
あるのが当館の強み！
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https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000158781

おすすめ登録データ紹介③

本のカバーはなんでついてるの？
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【退色の例】

おすすめ登録データ紹介③

本のカバーはなんでついてるの？
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おすすめ登録データ紹介③

本のカバーはなんでついてるの？

利用者層は幅広い
どんどん利用して欲しい！



5. おわりに～まとめと所感～
•認知度が高くはない当ライブラリーにおいて、レファレンス
協同データベースは情報発信の強力なツール。

•認知されるきっかけにもなる（知ってもらうことの重要性）
•他館のレファ協事例が参考になる事例も：参考文献など
•続けるには努力と妥協が必要。どこまで頑張るかが課題。
•「利用したい」、「利用して欲しい」…そんな思いの繋ぎ手が
レファ協であって欲しい。
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ご清聴ありがとうございました

印刷博物館ホームページ（PC）

印刷博物館ライブラリー蔵書検索

印刷博物館ホームページ（モバイルQRコード）

HP関係リンク


